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フリーアドレスオフィスにおける
防災備蓄の進め方

地震を想定した防災備蓄の大切さ
今後３０年の内に７０％の確率で起こるといわれている首都直下地震や今後３０
年の内に７０％から８０％の確率で起こるといわれている南海トラフの巨大地震。
これらに想定される大きな地震のみに目がいきがちですが、２０１６年に発生し
た熊本地震、２０１８年６月に発生した大阪北部地震、同年９月に発生した北海
道胆振東部地震はいずれも活断層またはその付近で発生しています。この活断
層は全国各地に存在しているため、南海トラフ巨大地震の被害予測エリア外だか
ら大丈夫ではなく、全国どこでも地震の被害を受けるリスクがあり、防災備蓄対
策をしっかりと講じておく必要があります。

一方でオフィスを取り巻く環境では働き方改革の考え方や取組みが浸透する中
で、スペース効率の向上、組織変更への柔軟な対応、コミュニケーションの活性
化、自立的な働き方の促進などの効果があるといわれているフリーアドレスの導
入が進んでいます。業種でみると、最先端のＩＴ企業だけでなく鉄道、小売、製造、
不動産から中央省庁まで様々な業種でフリーアドレスの導入が進んでおり、オフィ
スの実に２０％*がフリーアドレスを採用しています。今回はそんなフリーアドレスを
導入したオフィスにおける、空間を上手に活用した防災備蓄対策をご紹介します。
　＊2010年以降コクヨが構築をお手伝いしたオフィスから無作為に毎年100件を抽出し、分析したもの

フリーアドレスにおける防災備蓄
倉庫にまとめて収納しがちな防災備蓄品ですが、オフィス内の空間を活用するこ
とで、防災備蓄対策のお悩みのひとつである“ＢＣＰ対策上、備蓄品を用意したく
ても置く場所がない”という問題もクリアすることができます。
また有事の際にすぐに必要なヘルメットや救助用具が倉庫ではなくオフィス内に
あることも重要なポイントです。

デッドスペース［救助用工具］

救助用工具などは嵩張るため、倉庫の中にしまっ
ているという企業は多くあります。しかし地震でド
アが歪み外に出られなくなったり、つり天井が落
下して通路が塞がれた場合などに避難路をつくっ
たり、什器で挟まれて動けなくなった人を救助する
ためにはオフィス内に工具を配置することが大切
です。部屋の隅、什器の端などのデッドスペースに
設置ができるタイプの工具入れなら新たな置き場をつくる必要がなく、スペース
を有効活用できます。
 

デスク［ヘルメット］

地震発生時、すぐに頭に被るヘルメットは身近な場所に置い
ておく必要があるため、デスク周りが最適な場所です。マグ
ネット式フックをデスクに貼り、ヘルメットを引っ掛けておく
と良いでしょう。ただし、通常のヘルメットだと意外と大きく
邪魔になることがあるため、コンパクトなタイプを選ぶことを
おすすめします。また、フリーアドレスでは常に同じ席に同じ
人が座るとは限らないため、あご紐の調節が容易なコードス
トッパー式のものがよいでしょう。

個人ロッカー［1日目分の備蓄品］

フリーアドレス導入に伴い必要になる個人ロッカー
へは１日分の水や食料がセットになった個人備蓄
セットを収納しましょう。1日分をロッカーに保管す
る事で、収納庫や倉庫などの共用スペースには2日
分の備蓄を収納すれば良いので、全体のボリューム
を減らす事ができます。また発災初日はそのセット
を各自で使用してもらえばよいので、総務担当に
とって最も忙しくなる初日をＢＣＰ対応などに専念できます。
 

チェア［非常用品セット］

チェアにも防災備蓄品を取り付けるという方法もあ
ります。徒歩帰宅をサポートする非常用品をセットし
ておけば、担当者が都度配布する必要がなく、かつ
在籍人数＝チェア数ということになれば在庫の管理
もしやすくなります。フリーアドレス導入にあたり、空
間全体の効率化の一環で収納スペースが削減され
るケースが多いため、新たな備蓄場所を必要としな
い配備方法が有効です。

保管庫［備蓄品（救急用品セット、保存水、食料、トイレ等）］

保管庫へは地震発生時すぐに必要となる救急用品
セットや滞留生活に必要となる保存水、食料、トイレ
等の各種備蓄品の収納が適しています。保管庫に
ぴったり入るサイズの用品を選ぶことで、デッドス
ペースを解消し、収納効率を上げることができます。
運用面では執務スペース内に備蓄品を配備する事
によって、有事の際に防災担当者が配布するのでは
なく従業員自らに取ってもらう事も可能で、配布の手間を軽減する事もできます。
それには、フリーアドレスで偶然に保管庫の近くに座った社員でも、扉を開けた時
にその段ボールに何が入っているのか、視認しやすいデザインの商品を選ぶと、
よりスムーズな運用が可能になります。
 

天袋収納［備蓄品（食料、トイレ等）］

天袋収納は高さがあり取り出し勝手がやや劣るた
め、何も入れていない企業もあるのではないでしょ
うか？収納庫と同様に滞留生活に使用する備蓄品
を収納しましょう。但し、重量のある保存水は取り
出しにくく、家具の転倒を誘発する可能性もあるた
め、控えましょう。

今まで倉庫に入れていた防災備蓄品のすべてをオフィス内に収納することは難し
いでしょう。緊急性や運用面に配慮した上でオフィス内と倉庫に分散配置をする
ことで、有事に適切な行動ができるとともに、平時においてもスペースが有効活用
できます。
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総務が変われば企業が変わる 一「コクヨ」がお届けする、総務部門のためのお役立ち情報
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